

































































示は、UnityのPoint Cloud Free Viewerを使用した。点
群データは.フリーソフトウェアのMeshLabでoffデータ
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＜要　旨＞
　本研究では、盛岡市にある「南昌荘庭園」に対して、上空からのドローンによる高解像度カメラ撮影と地上からの
レーザ計測を行った。点群データ作成には、Structure of Motion技術を利用した３次元形状復元ソフトウェアを使用し
た。次にCADソフトウェアを用いて、点群データから従来の図面データ（2D図面）を作成し、その有効性を検討した。
RR-10「文化財庭園のメディアシステムによる記録保存活用とまちづくりへの活用」
図１　　全体の点群データモデル
− 69 −
に変換した。
　次にモデリングソフトウェアを用いて、点群データか
ら従来の図面データ（2D図面）を作成した。図２は上
空から見た点群データであり、赤い枠の部分は南昌荘の
玄関先である。その部分の点群データを平面上に投影し
て、石の配置をプロットしたのが図3である。図４は石
の配置のみを図面化した。
　庭園の平面図化は、点群データの鮮明さが重要だった。
境界が不明瞭なものは図化が一部、困難であった。また、
計測が紅葉の時期となり、落ち葉が境界認識を難しくさ
せた。図5は境界が不明瞭なために図化が困難であった
事例である。今回の計測では草や落ち葉による境界の遮
蔽部分、石塔、池の縁（水と石の境界）の一部が認識困
難であった。そのため、あらかじめ、石の付近の草刈り
や清掃等を行うことが重要である。また、3D計測から
の樹木樹形図化方法を別途検討する必要がある。
４　今後の具体的な展開
　3D計測装置を活用した文化財庭園や史跡のデジタル
記録保存は、従来の手作業による実測図化図面に比べて、
正確な3D情報を有しており、多くの活用法が想定され
る。例えば、インターネット上で多くの方々に庭園の見
どころの解説、その庭園の持つ本質的な価値の周知、ま
ちづくりや観光資源への活用である。
さらに従来の方法よりも迅速かつ安価、そして正確な
3D情報を有した記録保存ができることが判明している
ことから、この3D計測装置のデータを用いて記録図化
したうえでの保存管理手法の検討は、文化財にとって、
新しくかつ極めて有効な保存管理の方法の一つとなり得
る。また、3D計測技術で得られた3Dモデルは、観光情
報（名所、食事、見どころ、歴史など）とリンクさせる
ことで、より効果的なPRが可能となる。また、本研究
で得られた保存活用方法を全国にPRすることで、その
活用策が広がることが期待できる。南昌荘庭園において
得られた成果をもとに、旧南部氏別邸庭園の3D計測を、
平成29年８月に実施予定である。
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図２　上空からの点群データ（玄関先）
図３　図面上への投影と図面作成例
図４　図面作成例（玄関先）
図５　作図出来なかった図面
